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作成 令和 2年 11月 5日 

摂津市議会議員 松本暁彦 

 

令和 2年第 3回定例会一般質問 ～本会議 2日目 令和 2 年 11 月 2 日～ 
議事録（抜粋） 

 

１ コロナ禍でのインフルエンザ流行期に備えた医療提供体制の確保について 

 

○松本議員 

1 コロナ禍でのインフルエンザ流行期に備えた医療提供体制の確保についてです

が、現状での発熱患者への受診対応についてお聞かせ下さい。 

 

（略※） 

 

○村上議長 

保健福祉部理事 

 

○平井保健福祉部理事 

発熱患者の医療機関の受診の現状についてのご質問にお答えいたします。 

現在、発熱等の症状が生じた場合には、まずはかかりつけ医等の地域で身近な医療

機関に電話で相談していただきます。相談する医療機関に迷う場合には、24 時間無休

で対応している「新型コロナ受診相談センター」に相談いただきます。いずれも、必

要に応じて診療・検査医療機関を案内され、受診することとなります。受診時の医師

の判断により、インフルエンザ、新型コロナウイルスの検査が行われるという流れで

ございます。 

検査の結果、新型コロナウイルス感染症に陽性の場合、保健所によりに症状に応じ、

専門医療機関への入院や宿泊療養、自宅療養といった措置が図られます。 

 

（略※） 

 

○村上議長 

松本議員。 

 

○松本議員 

これよりは一問一答形式でお願いします。 

まず医療提供体制の確保についてですが、現状は理解しました。そのような中で、

インフルエンザ流行期が迫り、発熱患者の増加が見込まれ、市民の方も処置が遅れる
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ことを懸念されています。 

そこで国や府で検討されている医療体制確保策はあるのか、お聞かせ下さい。 

 

○村上議長 

保健福祉部理事 

 

○平井保健福祉部理事 

国や府で検討されている医療体制確保策のご質問にお答え致します。インフルエン

ザ流行期に備え、発熱患者の外来診療・検査体制を確保するため、かかりつけ医等、

地域で身近に相談・受診できる医療機関を拡充するよう国の方針が出されました。 

国の取り組みとしましては、都道府県の指定を受けた診療・検査医療機関を拡充す

ることを目的に、専用の診察室を設けて発熱患者等を受け入れる体制をとった場合に、

その費用を補助する支援がございます。 

また必要な個人防護具についても国から配布されます。さらに、検査体制の拡充と

して、インフルエンザに加え、新型コロナウイルスの検査についても、地域の医療機

関で簡易・迅速に行えるよう、抗原簡易キットによる検査を大幅に拡充する体制を整

備するとしております。 

また、国は、検査体制の整備に関して、インフルエンザ流行を見据えた検査体制整

備計画を策定するよう都道府県に通知いたしました。現在、大阪府において検査需要

や検査体制等を検討されているところでございます。 

 

○村上議長 

松本議員。 

 

○松本議員 

国、府の動向は理解しました。では市として発熱患者の外来診療・検査体制を拡充

する取組はどのようなものか、またそのような医療機関の相談・受診方法について、

どのように周知するのかお聞かせ下さい。 

 

○村上議長 

保健福祉部理事 

 

○平井保健福祉部理事 

市の対応等のご質問にお答え致します。市と致しましては、PCR 検査を必要とする

患者に検査を実施する体制を早急に整え、実施医療機関の拡充を図るため、第 2回定

例会で補正予算を計上し「新型コロナウイルス感染症対策検体採取補助金」を創設い

たしました。検査実績を大幅に増加しており、補助金の交付は効果があったものと考
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えております。 

しかし、インフルエンザ流行期に備えて、多数の発熱患者等が地域の医療機関にお

いて適切に診察・検査を受けられるよう、市としましても、実施医療機関の拡充を図

るためのさらなる支援策が必要と考え、検討しているところでございます。 

また、新型コロナウイルスの感染が疑われる発熱患者等の相談及び受診方法の周知

につきましては、これまで、国の方針として、医療機関は公表しないこととされてお

りました。しかし、令和 2年 9月に、新たな方針が出され、都道府県が医療機関の意

向を調査し、同意を得られた機関についてホームページ等で公表することとされまし

た。市としましては今後、保健所や医師会等と連携し、ホームページ等を用いて広く

住民に周知するよう取り組んで参ります。 

 

○村上議長 

松本議員。 

 

○松本議員 

取組みについては理解しました。 

 是非ですね、適切な医療提供体制確保の取組みを、必要な支援等も含めしっかりと

対応されるよう要望致します。 

 

 

 

 

（音声データ等より作成） 

※当該質問に関係のない他の質問項目の部分は省略しています。 

 

＜質問項目一覧＞  

１ コロナ禍でのインフルエンザ流行期に備えた医療提供体制の確保について 

２ 学力課題の解決につながる主体的に学習に取り組む態度を育み支える教育施策について 

３ 産業のまち摂津でのビジネスサポートセンターの必要性について 

４ 消防力充実と広域化の展望について 

５ 健都の発展と健康寿命延伸の市民への普及について 


